「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び

事業効果
	「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」に則して、平成21年3月に見直した「大阪市ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」（平成21年度～平成25年度）に基づき事業実施に取り組んだ結果
予算額　（府補助金有）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

21年度

22年度

23年度

24年度

25年度

巡回相談

175,825
175,430
152,780
152,002
146,525
自立支援センター

672,188
718,293
670,312
623,885
518,970
事業実績

21年度

22年度
23年度
24年度
25年度
巡回相談件数
16,147件
13,542件
11,155件
12,226件
6,117件
入所等支援件数
1,645件
1,630件
1,560件
1,080件
487件
自立支援センター入所者数
655人
739人
660人
408人
186人
自立支援センター退所者数
781人
749人
636人
470人
224人
就労退所者数

266人
213人
200人
174人
98人
就職率（入院・保護除く）

70.3％

64.8％

62.1％

74.8％

87.6％

退所時就職継続率
60.9％
64.9％
61.3％
57.0％
62.8％
　　　　　　（注：平成25年度は9月末の数字）
事業効果

平成21年1月ホームレス数　　3,724人

平成25年1月ホームレス数　　1,909人（平成21年と比べ４９％の減）
※「ホームレスの実態に関する全国調査(概数調査)」

	課題・問題点
	・ホームレス数は減少してきているが、野宿生活期間が短く、比較的若年のホームレスの割合の増加が見られる。こうしたホームレスに対し、可能な限り早期に自立支援センターへの入所をはじめとする自立支援を行っていく必要がある。
・一方で、テント等で生活するホームレスを中心に、野宿生活期間の長期化、就労自立意欲の低下傾向が見られ、よりきめ細かい自立支援施策が必要である。


	計画に対する意見、今後の

取り組み方向
	・ホームレス問題は様々な社会的、経済的要因が複合し、より広範な対策が求められる課題であり、国の果たす役割は大きく、国に財政措置や自立支援に向けた施策の充実を引き続き要望していく。


	市町村部局名
	大阪市福祉局地域福祉課（ホームレス自立支援担当）　
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